
ウ 資料がある場合は、Teams上に別途掲載します。 

エ 講義中の背景には個人情報等が映らないように配慮してください。 

オ 受講後、アンケート集計アプリにより受講報告を提出してください（受講報告のＵＲＬリンク

は、講座終了後に提示します。）。 

 

((22))  オオンンデデママンンドド講講座座  

 ア オンライン講座を受講できなかった場合、視聴期間内に同一講座を受講してください（視聴期

間、掲載場所については、Teams 上に別途掲載します。）。 

イ 資料がある場合は、Teams上に別途掲載します。 

   ウ 視聴期間内に、アンケート集計アプリにより受講報告を提出してください（受講報告のＵＲＬリ

ンク等は講座終了後に提示します。）。 

 

８８  受受講講履履歴歴  

 (1) 研修履歴一覧表に受講履歴として記録します。 

(2) 単位制履修制度の単位には認定されません。 

 

９９  そそのの他他  

(1) 合理的配慮等  

研修講座の受講に当たって、合理的配慮その他の配慮を希望する場合は、受講申込時に京都府デジ

タル学習支援センターまで連絡してください。  

(2) 気象警報発表時の対応 

気象警報発表時（計画運休を含む。）についても、原則として研修講座は実施します。その際に、や

むを得ず欠席する場合は、「６ 欠席について」により京都府デジタル学習支援センターまで連絡して

ください。 

(3) 問い合わせ先 

不明な点は以下にお問い合わせください。 

京京都都府府デデジジタタルル学学習習支支援援セセンンタターー  007755--660066--11332233 

研研修修講講座座のの受受講講ににつついいてて

【研修形態一覧】

研修形態 時間帯※１
校内研修等

活用※２
掲載ページ

１ 集合研修
： ～ ： （一日）

： ～ ： （午後）
× Ｐ ２０１

２ オンライン研修

： ～ ： （一日）

： ～ ： （午後①）

： ～ ： （午後②）

〇 Ｐ ２０２

３ オンデマンド研修 動画視聴期間を指定 〇 Ｐ ２０３

４ ｅラーニング研修 動画視聴期間を指定 × Ｐ ２０４

５ Ｗｅｂ＋研修（集合） １と、３又は４を併せて実施します。 × Ｐ ２０５～２０６

６ Ｗｅｂ＋研修（オンライン） ２と、３又は４を併せて実施します。 〇 Ｐ ２０７～２０８

７ 集合・オンライン研修 １又は２を選択します。 〇 Ｐ ２０１～２０２

※１・・・複数ある場合はいずれかの時間で実施します。 
※２・・・詳細はＰ．２０９～２１０を御確認の上、各講座担当部まで御相談ください。 
 
 

研研修修講講座座のの校校内内研研修修等等ででのの活活用用ににつついいてて

出出前前講講座座

講講師師対対象象講講座座

ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ視視聴聴研研修修

京京のの教教員員特特別別セセミミナナーー 令令和和６６年年度度小小中中学学校校教教員員理理科科研研修修

京京都都教教育育大大学学連連携携講講座座

【連絡先】不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

担担当当部部 メメーールルアアドドレレスス 電電話話番番号号

企画研究部

研修・支援部

特別支援教育部

教育相談部

地域教育支援部
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京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー研研修修講講座座のの受受講講ににつついいてて

１１ 集集合合研研修修

＜＜会会場場ににてて研研修修をを受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

受講者は会場に集合し、研修を受講します。受講後に、紙面にて受講報告を作成、提出します。

受講の流れ・諸注意

ア 京都府総合教育センター又は北部研修所が会場の研修講座は、令令和和６６年年度度かかららＩＩＣＣＴＴ端端末末のの活活用用をを

前前提提ととししたた講講座座運運営営をを行行いいまますす。。学学校校等等でで配配布布さされれてていいるる 接接続続可可能能なな端端末末をを可可能能なな限限りり持持参参しし

ててくくだだささいい。。

イ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。京京都都府府総総合合

教教育育セセンンタターー又又はは北北部部研研修修所所がが会会場場のの研研修修講講座座のの場場合合はは、、事事前前ににダダウウンンロローードドすするるかか、、研研修修当当日日ににセセ

ンンタターー にに接接続続ししててダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

ウ 持持込込みみ端端末末はは充充電電をを済済まませせたた状状態態ににししててくくだだささいい。。会会場場ででのの充充電電ははででききまませせんん。。

エ 講講座座にによよっっててはは、、 接接続続可可能能なな端端末末のの持持参参がが必必須須ととななるる場場合合ががあありりまますす。。そそのの場場合合はは、、実実施施要要

項項にに記記載載ししまますすののでで御御確確認認くくだだささいい。。

オ センター の接続には、初回のみプロキシの設定と講座で提示するパスワードの入力が必要で

す。２回目以降の接続時は、講座で提示するパスワードのみ入力が必要です。私私有有のの端端末末ははセセキキュュリリ

テティィ確確保保ののたためめ、、セセンンタターー へへのの接接続続ははででききまませせんん。。

受講報告の提出

「集合研修の受講報告」は、複写式の用紙を使用します。「研修講座の受講報告（総合教育センター

提出用）」を会場で提出してください。なお、「研修講座の受講報告（学校提出用）」は各所属校

（園）に提出してください。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。
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京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー研研修修講講座座のの受受講講ににつついいてて

１１ 集集合合研研修修

＜＜会会場場ににてて研研修修をを受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

受講者は会場に集合し、研修を受講します。受講後に、紙面にて受講報告を作成、提出します。

受講の流れ・諸注意

ア 京都府総合教育センター又は北部研修所が会場の研修講座は、令令和和６６年年度度かかららＩＩＣＣＴＴ端端末末のの活活用用をを

前前提提ととししたた講講座座運運営営をを行行いいまますす。。学学校校等等でで配配布布さされれてていいるる 接接続続可可能能なな端端末末をを可可能能なな限限りり持持参参しし

ててくくだだささいい。。

イ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。京京都都府府総総合合

教教育育セセンンタターー又又はは北北部部研研修修所所がが会会場場のの研研修修講講座座のの場場合合はは、、事事前前ににダダウウンンロローードドすするるかか、、研研修修当当日日ににセセ

ンンタターー にに接接続続ししててダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

ウ 持持込込みみ端端末末はは充充電電をを済済まませせたた状状態態ににししててくくだだささいい。。会会場場ででのの充充電電ははででききまませせんん。。

エ 講講座座にによよっっててはは、、 接接続続可可能能なな端端末末のの持持参参がが必必須須ととななるる場場合合ががあありりまますす。。そそのの場場合合はは、、実実施施要要

項項にに記記載載ししまますすののでで御御確確認認くくだだささいい。。

オ センター の接続には、初回のみプロキシの設定と講座で提示するパスワードの入力が必要で

す。２回目以降の接続時は、講座で提示するパスワードのみ入力が必要です。私私有有のの端端末末ははセセキキュュリリ

テティィ確確保保ののたためめ、、セセンンタターー へへのの接接続続ははででききまませせんん。。

受講報告の提出

「集合研修の受講報告」は、複写式の用紙を使用します。「研修講座の受講報告（総合教育センター

提出用）」を会場で提出してください。なお、「研修講座の受講報告（学校提出用）」は各所属校

（園）に提出してください。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

２２ オオンンラライインン研研修修

＜＜遠遠隔隔会会議議シシスステテムムにによよるる講講座座のの受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

受講者は各所属校（園）で、遠隔会議システムを用いて研修を受講します。受講後に、アンケート集計

アプリに回答を入力することで、受講報告を提出します。

受講の流れ・諸注意

ア 実施要項記載のミーティングＩＤ及びパスコードを確認し、講座に参加してください。

ｱ ママイイクク、、カカメメララ機機能能ののああるる端端末末を使用し、１１人人１１台台で入室してください。

ｲ 通知する入室時間を厳守してください。

イ 表記名は「「氏氏名名 所所属属校校（（園園））名名」」（（例例：：京京都都千千太太 ○○○○立立□□□□小小））としてください。ただし、特

別な指示がある場合は、その指示に従ってください。

ウ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

エ ややむむをを得得ずず、、講講座座中中にに一一定定時時間間席席をを離離れれるる場場合合はは、、管管理理職職かからら各各講講座座担担当当部部にに電電話話連連絡絡ししててくくだだささ

いい。。  

オ 講座中の背景には個人情報等が映らないように配慮してください。

受講報告の提出

「オンライン研修の受講報告」は、アンケート集計アプリにて回答してください。受講者の回答内容

は、入力された各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます

（事前に、学校代表アドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールが

届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。
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３３ オオンンデデママンンドド研研修修

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

受講者は視聴期間内に、指定動画を視聴します。視聴後に、アンケート集計アプリに回答を入力す

ることで、受講報告を提出します。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間 受講申込期間※ 担当部

新「学校事務職員１」講座 ４月２日～５月９日

申込不要

研修・支援部

新「学校事務職員２」講座 ５月 日～６月 日 研修・支援部

新「学校施設管理職員１」講座 ４月２日～５月９日 研修・支援部

新「学校施設管理職員２」講座 ５月 日～６月 日 研修・支援部

２年目教員「ステップアップ１」講座 ４月 日～５月 日 研修・支援部

中堅教諭等資質向上研修「共通」講座Ⅱ ６月 日～７月 日 地域教育支援部

中高社会科・地理歴史科・公民科教育講座 月１日～１月 日 ・ 月講座に準ずる 研修・支援部

全国学力・学習状況調査活用講座 月５日～ 月６日 ・ 月講座に準ずる 研修・支援部

はじめての特別支援学級・通級による指導講座 ５月１日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 特別支援教育部

学級・ホームルーム経営講座 ７月 日～８月 日 ７月講座に準ずる 研修・支援部

生徒指導講座 ４月 日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 研修・支援部

はじめての特別支援教育コーディネーター講座 ５月１日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 特別支援教育部

道徳教育の推進講座 ６月 日～ 月 日 ６月講座に準ずる 研修・支援部

ミドルからはじめるマネジメント講座 ６月 日～７月 日 ６月講座に準ずる 企画研究部

ミドルからはじめる学校の特色づくり講座 ９月 日～ 月 日 ９・ 月講座に準ずる 企画研究部

校内研修の充実講座Ⅰ 月 日～ 月 日 ・ 月講座に準ずる 企画研究部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

イ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ウ 講座番号４３６・４５７は動画視聴のための事前個人登録が必要です。

右の二次元コードを参照してください。

受講報告の提出

「オンデマンド研修の受講報告」は、アンケート集計アプリにて回答してください。受講者の回答内

容は、入力された各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます

（事前に、学校代表アドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールが

届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

事事前前個個人人登登録録方方法法
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３３ オオンンデデママンンドド研研修修

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

受講者は視聴期間内に、指定動画を視聴します。視聴後に、アンケート集計アプリに回答を入力す

ることで、受講報告を提出します。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間 受講申込期間※ 担当部

新「学校事務職員１」講座 ４月２日～５月９日

申込不要

研修・支援部

新「学校事務職員２」講座 ５月 日～６月 日 研修・支援部

新「学校施設管理職員１」講座 ４月２日～５月９日 研修・支援部

新「学校施設管理職員２」講座 ５月 日～６月 日 研修・支援部

２年目教員「ステップアップ１」講座 ４月 日～５月 日 研修・支援部

中堅教諭等資質向上研修「共通」講座Ⅱ ６月 日～７月 日 地域教育支援部

中高社会科・地理歴史科・公民科教育講座 月１日～１月 日 ・ 月講座に準ずる 研修・支援部

全国学力・学習状況調査活用講座 月５日～ 月６日 ・ 月講座に準ずる 研修・支援部

はじめての特別支援学級・通級による指導講座 ５月１日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 特別支援教育部

学級・ホームルーム経営講座 ７月 日～８月 日 ７月講座に準ずる 研修・支援部

生徒指導講座 ４月 日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 研修・支援部

はじめての特別支援教育コーディネーター講座 ５月１日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 特別支援教育部

道徳教育の推進講座 ６月 日～ 月 日 ６月講座に準ずる 研修・支援部

ミドルからはじめるマネジメント講座 ６月 日～７月 日 ６月講座に準ずる 企画研究部

ミドルからはじめる学校の特色づくり講座 ９月 日～ 月 日 ９・ 月講座に準ずる 企画研究部

校内研修の充実講座Ⅰ 月 日～ 月 日 ・ 月講座に準ずる 企画研究部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

イ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ウ 講座番号４３６・４５７は動画視聴のための事前個人登録が必要です。

右の二次元コードを参照してください。

受講報告の提出

「オンデマンド研修の受講報告」は、アンケート集計アプリにて回答してください。受講者の回答内

容は、入力された各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます

（事前に、学校代表アドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールが

届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

事事前前個個人人登登録録方方法法

４４ ｅｅララーーニニンンググ研研修修

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告等等提提出出＞＞

受講者は視聴期間内に、指定動画を視聴します。視聴後に、アンケート集計アプリ又はｅラーニングシス

テムに回答を入力することで、受講報告等を提出します（講座により、課題等を課す場合があります。）。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間 受講申込期間※ 担当部

ビジネスマナー講座（企業連携） ６月 日～７月 日 ６月講座に準ずる 企画研究部

新任副校長・新任教頭・新任事務長講座 ５月 日～６月 日 ４・５月講座に準ずる 企画研究部

管理職「ハラスメント防止」講座 ８月 日～９月 日 ８月講座に準ずる 企画研究部

管理職「教育の情報化推進」講座 ９月 日～ 月 日 ９・ 月講座に準ずる 企画研究部

最新ＩＣＴ動向講座 ７月 日～８月 日 ７月講座に準ずる 企画研究部

学校における教育相談講座【領域①②③】 ４月 日～５月 日 ４・５月講座に準ずる 教育相談部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア 京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）か右（上段）の二次元コード

からｅラーニングのウェブサイトへアクセスしてください。

イ ログインＩＤ及びパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御

確認ください。

ウ 京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）か右（下段）の二次元コード

からｅラーニング研修受講の手順を確認してください。

エ 資料は、ｅｅララーーニニンンググののウウェェブブササイイトトかかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

オ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

カ 動画視聴後は、動画内の指示により課題等に取り組んでください。

キ 視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと、、動動画画のの視視聴聴、、受受講講報報告告やや課課題題等等のの提提出出ががででききななくくななりりまますす

ののでで御御注注意意くくだだささいい。。

受講報告の提出

「 ラーニング研修の受講報告」は、アンケート集計アプリにて回答する場合と、 ラーニングシステ

ムにて課題等を課す場合があります。アンケート集計アプリでの受講者の回答内容は、入力された各所

属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールが

届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のログインＩＤ及びパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確

認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

ｅｅララーーニニンンググ

ウウェェブブササイイトト

ｅｅララーーニニンンググ研研修修

受受講講のの手手順順
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５５ ＷＷｅｅｂｂ＋＋研研修修（（集集合合））

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出かかつつ会会場場ににてて研研修修をを受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

オンデマンド研修は、集合研修の事前（事後）に指定動画を視聴します。視聴後に、アンケート集計アプ

リに回答を入力することで、受講報告を提出します。

集合研修は、会場に集合し、研修を受講します。受講後に、紙面にて受講報告を作成、提出します。

上記２つの研修をもって「Ｗｅｂ＋研修（集合）」とします。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間
集合研修
実施日

受講申込期間※ 担当部

初・新「開講式等」講座（セ） ４月１日～４月 日 ４月１日

申込不要

研修・支援部

初・新「開講式等」講座（北） ４月１日～４月 日 ４月１日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ａ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｂ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｃ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｄ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ａ ８月８日～９月５日 ９月５日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｂ ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｃ ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｄ ９月３日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育２」講座（セ） ６月６日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育２」講座（北） ６月６日～６月 日 ６月 日 地域教育支援部

初「中学校教科教育３」講座（セ） ７月５日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育３」講座（北） ７月５日～７月 日 ７月 日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育２」講座（セ） ６月 日～７月４日 ７月４日 研修・支援部

初「高等学校教科教育２」講座（北） ６月 日～７月４日 ７月４日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育３」講座（セ） ７月 日～８月８日 ８月８日 研修・支援部

初「高等学校教科教育３」講座（北） ７月 日～８月８日 ８月８日 地域教育支援部

初「特別支援学校３」講座 ７月３日～７月 日 ７月 日 特別支援教育部

新「栄養教諭７」講座 月 日～ 月３日 月３日 地域教育支援部

小中学校理科授業づくり講座【授業構想編】 ７月１日～８月７日 ８月 日 ７月講座に準ずる 地域教育支援部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア オンデマンド研修

ｱ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｲ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ｳ 講座番号４０９は動画視聴のための事前個人登録が必要です。

右の二次元コードを参照してください。

ｴ 視聴後、アンケート集計アプリに回答してください。受講者の回答内容は、入力された各所属校

（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メー

ルが届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

事事前前個個人人登登録録方方法法
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５５ ＷＷｅｅｂｂ＋＋研研修修（（集集合合））

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出かかつつ会会場場ににてて研研修修をを受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

オンデマンド研修は、集合研修の事前（事後）に指定動画を視聴します。視聴後に、アンケート集計アプ

リに回答を入力することで、受講報告を提出します。

集合研修は、会場に集合し、研修を受講します。受講後に、紙面にて受講報告を作成、提出します。

上記２つの研修をもって「Ｗｅｂ＋研修（集合）」とします。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間
集合研修
実施日

受講申込期間※ 担当部

初・新「開講式等」講座（セ） ４月１日～４月 日 ４月１日

申込不要

研修・支援部

初・新「開講式等」講座（北） ４月１日～４月 日 ４月１日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ａ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｂ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｃ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「京の伝統文化体験」講座ｄ ７月１日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ａ ８月８日～９月５日 ９月５日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｂ ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｃ ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初・新「コミュニケーション」講座ｄ ９月３日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育２」講座（セ） ６月６日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育２」講座（北） ６月６日～６月 日 ６月 日 地域教育支援部

初「中学校教科教育３」講座（セ） ７月５日～７月 日 ７月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育３」講座（北） ７月５日～７月 日 ７月 日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育２」講座（セ） ６月 日～７月４日 ７月４日 研修・支援部

初「高等学校教科教育２」講座（北） ６月 日～７月４日 ７月４日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育３」講座（セ） ７月 日～８月８日 ８月８日 研修・支援部

初「高等学校教科教育３」講座（北） ７月 日～８月８日 ８月８日 地域教育支援部

初「特別支援学校３」講座 ７月３日～７月 日 ７月 日 特別支援教育部

新「栄養教諭７」講座 月 日～ 月３日 月３日 地域教育支援部

小中学校理科授業づくり講座【授業構想編】 ７月１日～８月７日 ８月 日 ７月講座に準ずる 地域教育支援部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア オンデマンド研修

ｱ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｲ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ｳ 講座番号４０９は動画視聴のための事前個人登録が必要です。

右の二次元コードを参照してください。

ｴ 視聴後、アンケート集計アプリに回答してください。受講者の回答内容は、入力された各所属校

（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メー

ルが届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

事事前前個個人人登登録録方方法法

イ 集合研修

ｱ 京都府総合教育センター又は北部研修所が会場の研修講座は、令令和和６６年年度度かかららＩＩＣＣＴＴ端端末末のの活活用用

をを前前提提ととししたた講講座座運運営営をを行行いいまますす。。学学校校等等でで配配布布さされれてていいるる 接接続続可可能能なな端端末末をを可可能能なな限限りり持持

参参ししててくくだだささいい。。

ｲ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。京京都都府府総総

合合教教育育セセンンタターー又又はは北北部部研研修修所所がが会会場場のの研研修修講講座座のの場場合合はは、、事事前前ににダダウウンンロローードドすするるかか、、研研修修当当日日

ににセセンンタターー にに接接続続ししててダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｳ 持持込込みみ端端末末はは充充電電をを済済まませせたた状状態態ににししててくくだだささいい。。会会場場ででのの充充電電ははででききまませせんん。。

ｴ 講講座座にによよっっててはは、、 接接続続可可能能なな端端末末のの持持参参がが必必須須ととななるる場場合合ががあありりまますす。。そそのの場場合合はは、、実実施施

要要項項にに記記載載ししまますすののでで御御確確認認くくだだささいい。。

ｵ センター の接続には、初回のみプロキシの設定と講座で提示するパスワードの入力が必要

です。２回目以降の接続時は、講座で提示するパスワードのみ入力が必要です。私私有有のの端端末末ははセセキキ

ュュリリテティィ確確保保ののたためめ、、セセンンタターー へへのの接接続続ははででききまませせんん。。

ｶ 「集合研修の受講報告」は、複写式の用紙を使用します。「研修講座の受講報告（総合教育セン

ター提出用）」を会場で提出してください。なお、「研修講座の受講報告（学校提出用）」は各所

属校（園）に提出してください。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。
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６６ ＷＷｅｅｂｂ＋＋研研修修（（オオンンラライインン））

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出かかつつ遠遠隔隔会会議議シシスステテムムにによよるる講講座座のの受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

オンデマンド研修は、集合研修の事前（事後）に指定動画を視聴します。受講後にアンケート集計アプリ

に回答を入力することで、受講報告を提出します。

オンライン研修は、各所属校（園）で、遠隔会議システムを用いて研修を受講します。受講後にアンケー

ト集計アプリに回答を入力することで、受講報告を提出します。

上記２つの研修をもって「Ｗｅｂ＋研修（オンライン）」とします。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間
ｵﾝﾗｲﾝ研修
実施日

受講申込期間※ 担当部

初・新「健康安全教育」講座ａ ５月 日～６月 日 ６月 日

申込不要

研修・支援部

初・新「健康安全教育」講座ｂ ５月 日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「総合的な学習の時間、総合的な探究の

時間・地域連携」講座
７月 日～８月 日 ８月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育１」講座Ａ ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育１」講座Ｂ ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育２」講座Ａ ６月６日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育２」講座Ｂ ６月 日～７月４日 ７月４日 研修・支援部

初「中学校教科教育１」講座（セ） ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育１」講座（北） ４月 日～５月 日 ５月 日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育１」講座（セ） ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「高等学校教科教育１」講座（北） ４月 日～５月 日 ５月 日 地域教育支援部

新「養護教諭５」講座 ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

小学校国語科教育講座 ６月３日～６月 日 ７月５日 ６月講座に準ずる 研修・支援部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア オンデマンド研修

ｱ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｲ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ｳ 視聴後、アンケート集計アプリに回答してください。受講者の回答内容は、入力された各所属校

（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メー

ルが届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

イ オンライン研修

ｱ 実施要項記載のミーティングＩＤ及びパスコードを確認し、講座に参加してください。

・ママイイクク、、カカメメララ機機能能ののああるる端端末末を使用し、１１人人１１台台で入室してください。

・通知する入室時間を厳守してください。

ｲ 表記名は「「氏氏名名 所所属属校校（（園園））名名」」（（例例：：京京都都千千太太 ○○○○立立□□□□小小））としてください。ただし、

特別な指示がある場合は、その指示に従ってください。
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６６ ＷＷｅｅｂｂ＋＋研研修修（（オオンンラライインン））

＜＜指指定定動動画画視視聴聴＋＋受受講講報報告告提提出出かかつつ遠遠隔隔会会議議シシスステテムムにによよるる講講座座のの受受講講＋＋受受講講報報告告提提出出＞＞

オンデマンド研修は、集合研修の事前（事後）に指定動画を視聴します。受講後にアンケート集計アプリ

に回答を入力することで、受講報告を提出します。

オンライン研修は、各所属校（園）で、遠隔会議システムを用いて研修を受講します。受講後にアンケー

ト集計アプリに回答を入力することで、受講報告を提出します。

上記２つの研修をもって「Ｗｅｂ＋研修（オンライン）」とします。

令和６年度実施講座

講座名（略称） 指定動画視聴期間
ｵﾝﾗｲﾝ研修
実施日

受講申込期間※ 担当部

初・新「健康安全教育」講座ａ ５月 日～６月 日 ６月 日

申込不要

研修・支援部

初・新「健康安全教育」講座ｂ ５月 日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「総合的な学習の時間、総合的な探究の

時間・地域連携」講座
７月 日～８月 日 ８月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育１」講座Ａ ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育１」講座Ｂ ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育２」講座Ａ ６月６日～６月 日 ６月 日 研修・支援部

初「小学校教科教育２」講座Ｂ ６月 日～７月４日 ７月４日 研修・支援部

初「中学校教科教育１」講座（セ） ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「中学校教科教育１」講座（北） ４月 日～５月 日 ５月 日 地域教育支援部

初「高等学校教科教育１」講座（セ） ４月 日～５月 日 ５月 日 研修・支援部

初「高等学校教科教育１」講座（北） ４月 日～５月 日 ５月 日 地域教育支援部

新「養護教諭５」講座 ８月 日～９月 日 ９月 日 研修・支援部

小学校国語科教育講座 ６月３日～６月 日 ７月５日 ６月講座に準ずる 研修・支援部

※…申込については「研修講座の申込・欠席等について（Ｐ．２１９～２２０）」を参照してください。

受講の流れ・諸注意

ア オンデマンド研修

ｱ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダウウ

ンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｲ 講座の実施要項を確認し、視聴期間内に指定動画を視聴してください。

ななおお、、視視聴聴期期間間をを過過ぎぎるるとと視視聴聴ででききななくくななりりまますすののでで、、御御注注意意くくだだささいい。。

ｳ 視聴後、アンケート集計アプリに回答してください。受講者の回答内容は、入力された各所属校

（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メールで自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メー

ルが届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

イ オンライン研修

ｱ 実施要項記載のミーティングＩＤ及びパスコードを確認し、講座に参加してください。

・ママイイクク、、カカメメララ機機能能ののああるる端端末末を使用し、１１人人１１台台で入室してください。

・通知する入室時間を厳守してください。

ｲ 表記名は「「氏氏名名 所所属属校校（（園園））名名」」（（例例：：京京都都千千太太 ○○○○立立□□□□小小））としてください。ただし、

特別な指示がある場合は、その指示に従ってください。

ｳ 資料は原則、前日に京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）に掲載します。各各自自ででダダ

ウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

ｴ ややむむをを得得ずず、、講講座座中中にに一一定定時時間間席席をを離離れれるる場場合合はは、、管管理理職職かからら各各講講座座担担当当部部にに電電話話連連絡絡ししててくくだだ

ささいい。。

ｵ 講座中の背景には個人情報等が映らないように配慮してください。

ｶ 受講後、アンケート集計アプリに回答してください。受講者の回答内容は、入力された各所属校

（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メール で自動転送されます（事前に、学校代表ア

ドレス又は管理職宛ての電子メールアドレスを御確認ください。）。

なお、受講者の回答送信の時間と各所属校（園）の学校代表アドレス又は管理職宛てに電子メー

ルが届く時間には、差が生じることがあります。

原則、提出された受講報告は返却しませんので御了承ください。

その他

ア 資料を見る際のパスワードは、令和６年４月１日付け６教セ第 号通知文で御確認ください。

イ 不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。
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研研修修講講座座のの校校内内研研修修等等ででのの活活用用ににつついいてて

京都府総合教育センターが実施する研修講座を、学校等での校内研修や各種会議、勉強会等で活用いただけ

ます。ななおお、、単単位位制制履履修修制制度度ににおおけけるる単単位位認認定定はは行行いいまませせんん。。

１１ 活活用用例例（（一一例例））

・校内研修や職員研修において、センターのオンライン研修を研修参加者で聴講する。

・学年会議や教科会議において、センターのオンデマンド研修の動画を視聴する。

・校内の勉強会において、センターのオンデマンド研修の動画を視聴する。

２２ 研研修修形形態態・・諸諸注注意意

オンライン研修：申込後、担当部から通知されるミーティングＩＤ及びパスコードを確認し、講座に参

加してください。

ア 主に講義部分を活用対象とし、ブレイクアウトルームなどの研究協議等は活用対象となりません。

イ ミーティングに接続する端末は１台を基本としますが、参加者の規模や校内環境により複数を希望

される場合は、担当部に御相談ください。

ウ 研研修修後後、、担担当当部部かからら送送付付さされれるる校校内内研研修修等等活活用用報報告告シシーートトをを１１部部作作成成しし、、担担当当部部宛宛ててにに電電子子メメーールル

でで提提出出ししててくくだだささいい。。各個人の受講報告は必要ありません。

オンデマンド研修：申込後、京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）から動画を視聴してく

ださい。

ア 動画視聴期間外での活用はできません。

イ 研研修修後後、、担担当当部部かからら送送付付さされれるる校校内内研研修修等等活活用用報報告告シシーートトをを１１部部作作成成しし、、担担当当部部宛宛ててにに電電子子メメーールル

でで提提出出ししててくくだだささいい。。各個人の受講報告は必要ありません。

３３ 申申込込

活用を希望する研修講座の担担当当部部にに、、研研修修講講座座開開始始１１箇箇月月前前ままででにに電電話話ででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。

内容等の確認の後、担当部からの連絡を受け「「校校内内研研修修等等活活用用」」申申込込書書（（様様式式６６））をを担担当当部部宛宛ててにに電電子子

メメーールルでで提提出出ししててくくだだささいい。。電子メールの件名及び申込書のファイル名には、活用希望講座の番号及び講

座名を明記してください。なお、「「校校内内研研修修等等活活用用」」申申込込書書（（様様式式６６））はは、、京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターーホホーー

ムムペペーージジ（（ＩＩＴＴＥＥＣＣ））かかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

４４ 令令和和６６年年度度校校内内研研修修等等ででのの活活用用対対象象講講座座

活用可能なオンライン研修

講座名（略称） 実施日時 担当部

多忙化への対応とセルフマネジメント講座（企業連携） 月 日 ～ 企画研究部

企画提案・プレゼンテーション講座（企業連携） 月 日 ～ 企画研究部

コミュニケーション講座 月７日 ～ 企画研究部

人権教育講座Ⅱ 月 日 ～ 研修・支援部

子どもの貧困と学習支援講座 ７月 日 ～ 企画研究部
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研研修修講講座座のの校校内内研研修修等等ででのの活活用用ににつついいてて

京都府総合教育センターが実施する研修講座を、学校等での校内研修や各種会議、勉強会等で活用いただけ

ます。ななおお、、単単位位制制履履修修制制度度ににおおけけるる単単位位認認定定はは行行いいまませせんん。。

１１ 活活用用例例（（一一例例））

・校内研修や職員研修において、センターのオンライン研修を研修参加者で聴講する。

・学年会議や教科会議において、センターのオンデマンド研修の動画を視聴する。

・校内の勉強会において、センターのオンデマンド研修の動画を視聴する。

２２ 研研修修形形態態・・諸諸注注意意

オンライン研修：申込後、担当部から通知されるミーティングＩＤ及びパスコードを確認し、講座に参

加してください。

ア 主に講義部分を活用対象とし、ブレイクアウトルームなどの研究協議等は活用対象となりません。

イ ミーティングに接続する端末は１台を基本としますが、参加者の規模や校内環境により複数を希望

される場合は、担当部に御相談ください。

ウ 研研修修後後、、担担当当部部かからら送送付付さされれるる校校内内研研修修等等活活用用報報告告シシーートトをを１１部部作作成成しし、、担担当当部部宛宛ててにに電電子子メメーールル

でで提提出出ししててくくだだささいい。。各個人の受講報告は必要ありません。

オンデマンド研修：申込後、京都府総合教育センターホームページ（ＩＴＥＣ）から動画を視聴してく

ださい。

ア 動画視聴期間外での活用はできません。

イ 研研修修後後、、担担当当部部かからら送送付付さされれるる校校内内研研修修等等活活用用報報告告シシーートトをを１１部部作作成成しし、、担担当当部部宛宛ててにに電電子子メメーールル

でで提提出出ししててくくだだささいい。。各個人の受講報告は必要ありません。

３３ 申申込込

活用を希望する研修講座の担担当当部部にに、、研研修修講講座座開開始始１１箇箇月月前前ままででにに電電話話ででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。

内容等の確認の後、担当部からの連絡を受け「「校校内内研研修修等等活活用用」」申申込込書書（（様様式式６６））をを担担当当部部宛宛ててにに電電子子

メメーールルでで提提出出ししててくくだだささいい。。電子メールの件名及び申込書のファイル名には、活用希望講座の番号及び講

座名を明記してください。なお、「「校校内内研研修修等等活活用用」」申申込込書書（（様様式式６６））はは、、京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターーホホーー

ムムペペーージジ（（ＩＩＴＴＥＥＣＣ））かかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

４４ 令令和和６６年年度度校校内内研研修修等等ででのの活活用用対対象象講講座座

活用可能なオンライン研修

講座名（略称） 実施日時 担当部

多忙化への対応とセルフマネジメント講座（企業連携） 月 日 ～ 企画研究部

企画提案・プレゼンテーション講座（企業連携） 月 日 ～ 企画研究部

コミュニケーション講座 月７日 ～ 企画研究部

人権教育講座Ⅱ 月 日 ～ 研修・支援部

子どもの貧困と学習支援講座 ７月 日 ～ 企画研究部

講座名（略称） 実施日時 担当部

中高国語科教育講座 ８月１日 ～ 研修・支援部

小学校家庭科講座 ８月５日 ～ 地域教育支援部

総合的な学習の時間・総合的な探究の時間講座 ９月６日 ～ 研修・支援部

新時代の学びを支えるＩＣＴ教育講座 ６月７日 ～ 企画研究部

教育におけるＡＩ活用講座 月８日 ～ 企画研究部

特別支援学校の授業づくり講座 ６月 日 ～ 特別支援教育部

情報モラル・デジタルシティズンシップ教育講座Ⅰ ６月３日 ～ 企画研究部

情報モラル・デジタルシティズンシップ教育講座Ⅱ 月 日 ～ 企画研究部

高校卒業後につながる発達障害のある児童生徒の支援の在り

方講座
月 日 ～ 特別支援教育部

教育相談ミニ講座 ５月 日 ～ 教育相談部

校内研修の充実講座Ⅱ ７月２日 ～ 企画研究部

自然災害のリスクとクライシス講座 月９日 ～ 企画研究部

学校の生活安全（不審者対応）講座 ６月 日 ～ 企画研究部

最新教育動向講座Ⅰ ６月 日 ～ 地域教育支援部

多様な顧客対応講座（企業連携） 月 日 ～ 企画研究部

校務講座 ７月 日 ～ 企画研究部

活用可能なオンデマンド研修

講座名（略称） 指定動画視聴期間 担当部

小学校国語科教育講座 ６月３日～６月 日 研修・支援部

中高社会科・地理歴史科・公民科教育講座 月１日～１月 日 研修・支援部

全国学力・学習状況調査活用講座 月５日～ 月６日 研修・支援部

はじめての特別支援学級・通級による指導講座 ５月１日～５月 日 特別支援教育部

学級・ホームルーム経営講座 ７月 日～８月 日 研修・支援部

生徒指導講座 ４月 日～５月 日 研修・支援部

はじめての特別支援教育コーディネーター講座 ５月１日～５月 日 特別支援教育部

道徳教育の推進講座 ６月 日～ 月 日 研修・支援部

ミドルからはじめるマネジメント講座 ６月 日～７月 日 企画研究部

ミドルからはじめる学校の特色づくり講座 ９月 日～ 月 日 企画研究部

校内研修の充実講座Ⅰ 月 日～ 月 日 企画研究部

※講座番号４３６・４５６・４５７の校内研修等活用を希望する場合は、研修講座の受講申込期間中に

担当部にお問い合わせください。

５５ そそのの他他

不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

担担当当部部 メメーールルアアドドレレスス 電電話話番番号号

企画研究部

研修・支援部

特別支援教育部

教育相談部

地域教育支援部
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出出前前講講座座

学校等のニーズに応え、充実した研修を支援するために出前講座を実施します。

１１ 派派遣遣先先、、形形態態等等

派 遣 先 形 態

○学校出前講座
（小、中、義務教育学校、府立学校）

○学校外出前講座
（市町（組合）教育委員会、教育局、教育研究会等）

センター所員等が学校等にて実施

※オンラインによる実施も可能です。

２２ 内内容容
「７ 出前講座一覧」を参考にしてください。

３３ 実実施施時時期期

期 間：令和６年６月３日（月）～令和７年２月 日（金）

日程等の調整は、夏季休業中・夏季休業中以外に分けて行います。
時間帯：平日の午前９時から午後５時までの必要な時間（ 分から半日程度）

４４ 実実施施回回数数
同一校又は同一機関での同一講座の実施は、年年２２回回まで可能です。
ただし、京都府小学校教育研究会研究協力校での実施は、年３回までとします。
実施可能な回数には限度があるため、以下の調整等を行います。

ア 申込状況によっては、希望される日程でお受けできない場合があります。
イ 夏季休業中は、学校からの申込を優先します。

５５ 申申込込
申込方法

ア 実施内容の希望に応じ、「「７７ 出出前前講講座座一一覧覧」」のの「「担担当当部部等等」」にに、、電電話話ででおお問問いい合合わわせせくくだだ

ささいい。。

イ 内容、日時等を調整の後、「担当」からの連絡を受け「出前講座」実施申込書（様式４）

を担当部宛てに電子メールで提出してください。電電子子メメーールルのの件件名名及及びび申申込込書書ののフファァイイルル名名はは

派派遣遣希希望望講講座座のの番番号号及及びび講講座座名名をを明明記記してください。なお、「「出出前前講講座座」」実実施施申申込込書書（（様様式式４４））

はは、、京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターーホホーームムペペーージジ（（ＩＩＴＴＥＥＣＣ））かかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

実施時期及び申込受付期間

実施時期 申込受付期間 決定までの経過

夏季休業中
７月 日（月）

～

８月 日（金）

４月 日（水）

～

５月 日（金）

①担当と電話で内容、日時等を調整

（（希希望望日日時時はは第第３３希希望望ままででおお知知ららせせくくだだささいい。。））  

②受付期間終了後、５月 日（月）までに担当から

学校等に日程と担当者等の決定を連絡

③担当からの連絡を受けて、様式４を電子メールで

提出

夏季休業中以外
４月 日（木）

～

申込順に日程調整

①担当と電話で内容、日時等を調整

②担当からの連絡を受けて、実施可の場合、様式４

を電子メールで提出

６６ 出出前前講講座座受受講講者者のの旅旅費費
受講者の会場への移動に係る旅費については、センター研修に係る旅費に該当しません。
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出出前前講講座座

学校等のニーズに応え、充実した研修を支援するために出前講座を実施します。

１１ 派派遣遣先先、、形形態態等等

派 遣 先 形 態

○学校出前講座
（小、中、義務教育学校、府立学校）

○学校外出前講座
（市町（組合）教育委員会、教育局、教育研究会等）

センター所員等が学校等にて実施

※オンラインによる実施も可能です。

２２ 内内容容
「７ 出前講座一覧」を参考にしてください。

３３ 実実施施時時期期

期 間：令和６年６月３日（月）～令和７年２月 日（金）

日程等の調整は、夏季休業中・夏季休業中以外に分けて行います。
時間帯：平日の午前９時から午後５時までの必要な時間（ 分から半日程度）

４４ 実実施施回回数数
同一校又は同一機関での同一講座の実施は、年年２２回回まで可能です。
ただし、京都府小学校教育研究会研究協力校での実施は、年３回までとします。
実施可能な回数には限度があるため、以下の調整等を行います。

ア 申込状況によっては、希望される日程でお受けできない場合があります。
イ 夏季休業中は、学校からの申込を優先します。

５５ 申申込込
申込方法

ア 実施内容の希望に応じ、「「７７ 出出前前講講座座一一覧覧」」のの「「担担当当部部等等」」にに、、電電話話ででおお問問いい合合わわせせくくだだ

ささいい。。

イ 内容、日時等を調整の後、「担当」からの連絡を受け「出前講座」実施申込書（様式４）

を担当部宛てに電子メールで提出してください。電電子子メメーールルのの件件名名及及びび申申込込書書ののフファァイイルル名名はは

派派遣遣希希望望講講座座のの番番号号及及びび講講座座名名をを明明記記してください。なお、「「出出前前講講座座」」実実施施申申込込書書（（様様式式４４））

はは、、京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターーホホーームムペペーージジ（（ＩＩＴＴＥＥＣＣ））かかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

実施時期及び申込受付期間

実施時期 申込受付期間 決定までの経過

夏季休業中
７月 日（月）

～

８月 日（金）

４月 日（水）

～

５月 日（金）

①担当と電話で内容、日時等を調整

（（希希望望日日時時はは第第３３希希望望ままででおお知知ららせせくくだだささいい。。））  

②受付期間終了後、５月 日（月）までに担当から

学校等に日程と担当者等の決定を連絡

③担当からの連絡を受けて、様式４を電子メールで

提出

夏季休業中以外
４月 日（木）

～

申込順に日程調整

①担当と電話で内容、日時等を調整

②担当からの連絡を受けて、実施可の場合、様式４

を電子メールで提出

６６ 出出前前講講座座受受講講者者のの旅旅費費
受講者の会場への移動に係る旅費については、センター研修に係る旅費に該当しません。

７７ 出出前前講講座座一一覧覧

番 号 講 座 名 担 当 部 等

Ｄ０１
Ｄ０２
Ｄ０３
Ｄ０４
Ｄ０５

小学校国語科教育講座
小学校社会科教育講座
小学校算数科教育講座
小学校外国語教育講座
小学校道徳教育講座

研修・支援部

Ｄ０６
Ｄ０７
Ｄ０８
Ｄ０９

小学校理科教育講座
小学校音楽科教育講座
小学校図画工作科教育講座
小学校家庭科教育講座

地域教育支援部

Ｄ１１
Ｄ１２
Ｄ１３
Ｄ１４
Ｄ１５

中学校学力向上講座
中学校国語科教育講座
中学校数学科教育講座
中学校外国語科教育講座
中学校道徳教育講座

研修・支援部

Ｄ１６
Ｄ１７
Ｄ１８
Ｄ１９

中学校理科教育講座
中学校音楽科教育講座
中学校美術科教育講座
中学校技術・家庭科（家庭分野）教育講座

地域教育支援部

Ｄ２１
Ｄ２２

情報教育講座
カリキュラム・マネジメント講座

企画研究部

Ｄ３１
Ｄ３２

特別支援教育基礎・理解講座
特別支援教育授業づくり講座

特別支援教育部

Ｄ４１
Ｄ４２

教育相談講座
事例研究講座

教育相談部

Ｄ５１ 学校事務職員支援講座 地域教育支援部

Ｄ６１ ＩＣＴ出前レッスン講座 デジタル学習支援センター

Ｄ９９
その他
※上記以外でセンターが必要と認めたもの

企画研究部

８８ そそのの他他

不明な点は各講座担当部にお問い合わせください。

担担当当部部 メメーールルアアドドレレスス 電電話話番番号号

企画研究部

研修・支援部

特別支援教育部

教育相談部

地域教育支援部

デジタル学習支援センター

※実施する講座や講座内容の詳細については、右の二次元コードから
「出前講座の実施一覧表」で御確認ください。

出出前前講講座座のの実実施施一一覧覧表表
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講講師師対対象象講講座座

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師（講師経験年数を問わない。）を対象と

し、講師対象講座を実施します。

１１ 講講師師対対象象講講座座ⅠⅠ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ１１））

ねらい

京都府の教育や学習指導等について学び、京都府の教職員として求められる資質能力の向上を図る。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師及び部活動指導員のうち、勤務校の

校長が推薦する者

日時・会場

日時：令和６年５月１日（水） ： ～ ：

会場：各所属校（園）にてオンライン受講

内容

講義Ⅰ「京都府の教育・コンプライアンス」

講義Ⅱ・協議「学習指導・生徒指導について」（校種別）

２２ 講講師師（（事事務務職職員員））対対象象講講座座ⅡⅡ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ２２））

ねらい

京都府の主要な教育政策について理解する。事務職員として職務に必要な実務の基本を習得する。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師のうち、勤務校の校長が推薦する者

視聴期間・会場

視聴期間：令和６年４月２日（火）～５月９日（木）

会 場：各所属校（園）にてオンデマンド受講

内容

Ｗｅｂ講義Ⅰ「京都府の教育政策について」

Ｗｅｂ講義Ⅱ「文書事務について」

Ｗｅｂ講義Ⅲ「給与制度の基本」

Ｗｅｂ講義Ⅳ「旅費制度の基本」

Ｗｅｂ講義Ⅴ「マイナンバーシステムについて」

Ｗｅｂ講義Ⅵ【小学校、中学校、義務教育学校】「就学援助制度について」

【高等学校】「高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金、京都府高校生等修学支

援事業について」

【特別支援学校】「特別教育就学奨励費等について」

３３ 講講師師（（事事務務職職員員））対対象象講講座座ⅢⅢ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ３３））

ねらい

事務職員として職務に必要な実務の基本を習得する。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師のうち、勤務校の校長が推薦する者
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講講師師対対象象講講座座

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師（講師経験年数を問わない。）を対象と

し、講師対象講座を実施します。

１１ 講講師師対対象象講講座座ⅠⅠ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ１１））

ねらい

京都府の教育や学習指導等について学び、京都府の教職員として求められる資質能力の向上を図る。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師及び部活動指導員のうち、勤務校の

校長が推薦する者

日時・会場

日時：令和６年５月１日（水） ： ～ ：

会場：各所属校（園）にてオンライン受講

内容

講義Ⅰ「京都府の教育・コンプライアンス」

講義Ⅱ・協議「学習指導・生徒指導について」（校種別）

２２ 講講師師（（事事務務職職員員））対対象象講講座座ⅡⅡ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ２２））

ねらい

京都府の主要な教育政策について理解する。事務職員として職務に必要な実務の基本を習得する。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師のうち、勤務校の校長が推薦する者

視聴期間・会場

視聴期間：令和６年４月２日（火）～５月９日（木）

会 場：各所属校（園）にてオンデマンド受講

内容

Ｗｅｂ講義Ⅰ「京都府の教育政策について」

Ｗｅｂ講義Ⅱ「文書事務について」

Ｗｅｂ講義Ⅲ「給与制度の基本」

Ｗｅｂ講義Ⅳ「旅費制度の基本」

Ｗｅｂ講義Ⅴ「マイナンバーシステムについて」

Ｗｅｂ講義Ⅵ【小学校、中学校、義務教育学校】「就学援助制度について」

【高等学校】「高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金、京都府高校生等修学支

援事業について」

【特別支援学校】「特別教育就学奨励費等について」

３３ 講講師師（（事事務務職職員員））対対象象講講座座ⅢⅢ（（講講座座番番号号 ＫＫＴＴ３３））

ねらい

事務職員として職務に必要な実務の基本を習得する。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、府立学校の常勤・非常勤講師のうち、勤務校の校長が推薦する者

視聴期間・会場

視聴期間：令和６年５月 日（月）～６月 日（木）

会 場：各所属校（園）にてオンデマンド受講

内容

Ｗｅｂ講義Ⅰ「給与制度について」

Ｗｅｂ講義Ⅱ「公務災害・通勤災害について」

Ｗｅｂ講義Ⅲ「服務・安全衛生について」

Ｗｅｂ講義Ⅳ「共済組合事務について」

Ｗｅｂ講義Ⅴ「学校施設の維持管理等について」

４４ 受受講講申申込込

【【申申込込方方法法】】

受受講講管管理理シシスステテムムかかららのの申申込込ははででききまませせんん。。管理職は受講対象者から希望があった場合、講師対象講

座受講申込書（様式５）を使用して申込をしてください。なお、講講師師対対象象講講座座受受講講申申込込書書（（様様式式５５））はは  

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターーホホーームムペペーージジ（（ＩＩＴＴＥＥＣＣ））かかららダダウウンンロローードドししててくくだだささいい。。

【【申申込込期期間間】】

「「研研修修講講座座のの申申込込・・欠欠席席等等ににつついいてて  ２２  受受講講申申込込期期間間」」のの４４・・５５月月講講座座（（ＰＰ．．２２１１９９））をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

【【申申込込先先】】

・・小小学学校校、、中中学学校校、、義義務務教教育育学学校校

所所管管すするる市市町町（（組組合合））教教育育委委員員会会にに申申込込

・・府府立立学学校校

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企画画研研究究部部 宛宛ててにに電電子子メメーールルににてて

申申込込

５５ そそのの他他

単位制履修制度における単位認定は行いません。

この講座の受講の有無については、採用選考や任用には関係しません。

実施要項やオンデマンド動画を見る際のパスワードは、令和６年４月 日付け６教セ第 号通知文

で御確認ください。

詳細については、４月上旬に学校宛てに通知します。

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企画画研研究究部部
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ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ視視聴聴研研修修
（（※※受受講講管管理理シシスステテムムかかららのの申申込込はは必必要要あありりまませせんん））  

＜＜ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ視視聴聴＋＋レレポポーートト提提出出＞＞

下に示す研究機関や大学のＷｅｂコンテンツを視聴し、レポートを作成・提出することで単位制履修制度

における単位が認定される研修です。

１１ 令令和和６６年年度度対対象象ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ

２２ 研研修修のの流流れれ・・諸諸注注意意

管理職に連絡の上、対象Ｗｅｂコンテンツを視聴してください。

※独立行政法人国立特別支援教育総合研究所及び国立大学法人京都教育

大学のＷｅｂコンテンツ視聴には事前個人登録が必要です。

視聴後、「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修レポート」（様式３）を作成して

ください。

ア 動画１本につき１枚作成してください。

イ 「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修レポート」（様式３）は、京都府総合教育センターホームページ

（ＩＴＥＣ）からダウンロードしてください。

作成したレポートを、管理職に提出してください。

３３ レレポポーートトのの提提出出

管理職は提出されたレポートを取りまとめ、ＰＰＤＤＦＦ形形式式にて提出期間中に京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企

画画研研究究部部（（ ））宛宛ててにに電電子子メメーールルで提出してください。

なお、電電子子メメーールルのの件件名名はは「「 所所属属校校（（園園））名名」」とし、フファァイイルル名名はは「「 氏氏名名 所所属属校校（（園園））名名」」

としてください。

【【提提出出期期間間】】 ※※原原則則、、提提出出さされれたたレレポポーートトはは返返却却ししまませせんんののでで御御了了承承くくだだささいい。。

前前期期受受付付：：令令和和６６年年７７月月１１日日（（月月））～～令令和和６６年年８８月月 日日（（木木））

後後期期受受付付：：令令和和６６年年 月月 日日（（水水））～～令令和和６６年年 月月 日日（（金金））

４４ 単単位位のの認認定定

京都府総合教育センターにて、レポートの内容について審査し、単位認定を行います。

単位制履修制度における当該分野の単位として認定し、「総単位数」に充当します（選択単位には充

当されません。）。

採用１年目の教職員についても「総単位数」に充当します。ただし、初任期育成研修で視聴した動

画については「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修」としての単位認定は行いません。

５５ そそのの他他

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企画画研研究究部部

コンテンツ配信機関 視聴動画数 提出レポート数 事前登録

１
独立行政法人教職員支援機構

「ＮＩＴＳのオンライン講座『校内研修シリーズ』」
２本 ２枚 不要

２
独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター

「オンライン教職員研修講座」
１本 １枚 不要

３
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

「インターネットによる講義配信 ＮＩＳＥ学びラボ」
２本 ２枚 必要

４
国立大学法人京都教育大学

「先生を究めるＷｅｂ講義」
２本 ２枚 必要

事事前前個個人人登登録録方方法法
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ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ視視聴聴研研修修
（（※※受受講講管管理理シシスステテムムかかららのの申申込込はは必必要要あありりまませせんん））  

＜＜ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ視視聴聴＋＋レレポポーートト提提出出＞＞

下に示す研究機関や大学のＷｅｂコンテンツを視聴し、レポートを作成・提出することで単位制履修制度

における単位が認定される研修です。

１１ 令令和和６６年年度度対対象象ＷＷｅｅｂｂココンンテテンンツツ

２２ 研研修修のの流流れれ・・諸諸注注意意

管理職に連絡の上、対象Ｗｅｂコンテンツを視聴してください。

※独立行政法人国立特別支援教育総合研究所及び国立大学法人京都教育

大学のＷｅｂコンテンツ視聴には事前個人登録が必要です。

視聴後、「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修レポート」（様式３）を作成して

ください。

ア 動画１本につき１枚作成してください。

イ 「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修レポート」（様式３）は、京都府総合教育センターホームページ

（ＩＴＥＣ）からダウンロードしてください。

作成したレポートを、管理職に提出してください。

３３ レレポポーートトのの提提出出

管理職は提出されたレポートを取りまとめ、ＰＰＤＤＦＦ形形式式にて提出期間中に京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企

画画研研究究部部（（ ））宛宛ててにに電電子子メメーールルで提出してください。

なお、電電子子メメーールルのの件件名名はは「「 所所属属校校（（園園））名名」」とし、フファァイイルル名名はは「「 氏氏名名 所所属属校校（（園園））名名」」

としてください。

【【提提出出期期間間】】 ※※原原則則、、提提出出さされれたたレレポポーートトはは返返却却ししまませせんんののでで御御了了承承くくだだささいい。。

前前期期受受付付：：令令和和６６年年７７月月１１日日（（月月））～～令令和和６６年年８８月月 日日（（木木））

後後期期受受付付：：令令和和６６年年 月月 日日（（水水））～～令令和和６６年年 月月 日日（（金金））

４４ 単単位位のの認認定定

京都府総合教育センターにて、レポートの内容について審査し、単位認定を行います。

単位制履修制度における当該分野の単位として認定し、「総単位数」に充当します（選択単位には充

当されません。）。

採用１年目の教職員についても「総単位数」に充当します。ただし、初任期育成研修で視聴した動

画については「Ｗｅｂコンテンツ視聴研修」としての単位認定は行いません。

５５ そそのの他他

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企画画研研究究部部

コンテンツ配信機関 視聴動画数 提出レポート数 事前登録

１
独立行政法人教職員支援機構

「ＮＩＴＳのオンライン講座『校内研修シリーズ』」
２本 ２枚 不要

２
独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター

「オンライン教職員研修講座」
１本 １枚 不要

３
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

「インターネットによる講義配信 ＮＩＳＥ学びラボ」
２本 ２枚 必要

４
国立大学法人京都教育大学

「先生を究めるＷｅｂ講義」
２本 ２枚 必要

事事前前個個人人登登録録方方法法

京京のの教教員員特特別別セセミミナナーー 令令和和６６年年度度小小中中学学校校教教員員理理科科研研修修

小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校小・中学部の教諭・常勤講師を対象とし、京都大学と京

都府教育委員会との連携事業「京の教員特別セミナー 令和６年度小中学校教員理科研修」を実施します。

１１ 京京のの教教員員特特別別セセミミナナーー 令令和和６６年年度度小小中中学学校校教教員員理理科科研研修修（（ＮＮｏｏ．．８８１１１１））

ねらい

最先端の研究をされている京都大学の研究施設において、様々な分野の研究者からの講義を受ける

ことにより、子どもたちの知的好奇心をくすぐる授業改善に役立てる。

受講対象者

小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校小・中学部の教諭・常勤講師

開催日時・会場

開催日時：令和６年７月 日（水）から 日（金）までの連続３日間

１日目 ７月 日（水） ： ～ ：

２日目 ７月 日（木） ９： ～ ：

３日目 ７月 日（金） ９： ～ ：

会 場：京都大学総合博物館等

テーマ・概要

テーマ 「やってみよう！感じよう！理科の楽しさと不思議さを！」

概 要 京都大学総合博物館等での３日間の研修です。京都大学の先生をはじめ様々な分野の研究

者の講演や演習から新たな知識や視点を得て、最終日には受講者間で協働して教材づくり・

模擬授業を行います。

２２ 参参加加条条件件

３日間の研修が関連した内容であるため、全全日日程程をを受受講講ででききるるこことと。。

３３ 受受講講申申込込

定員 名

申込方法

受講管理システムにて申込をしてください。

講講座座番番号号ＮＮｏｏ．．８８１１１１ 京京のの教教員員特特別別セセミミナナーー

申込期間 令和６年５月 日（月）～５月 日（水）

※受講管理システムによる申込ができない場合は、研修講座受講申込書（様式１）を使用してくだ

さい。

４４ 旅旅費費精精算算ににつついいてて

旅費請求に当たっては、総務事務システムの旅費入力画面において、用務内容欄に「 小中学校

教員理科研修」を入力し、用務選択（予算科目）欄は、「令和６年度」「その他旅費」を選択してくだ

さい。

５５ そそのの他他

３日目は、担当学年の理科の教科書が必要となります。

定員を大幅に超えた場合は抽選を行います。

詳しい研修内容については、別紙案内を御参照ください。

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー地地域域教教育育支支援援部部
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京京都都教教育育大大学学連連携携講講座座

京都教育大学教職キャリア高度化センターでは、教員や学校事務職員、行政関係職員を対象として、学

校経営に関わる力量形成のための研修講座を実施します。

１１ 学学校校経経営営関関係係講講座座（（京京都都教教育育大大学学教教職職キキャャリリアア高高度度化化セセンンタターー主主催催））

ねらい

学校教育に関わる法的トラブルの問題を取り上げ、事例に則して、法的に考察する演習を行うこと

により、法的思考力の向上を図る。また、カリキュラム・マネジメントに必要な財務マネジメントに

ついて理解を深め、学校経営力の向上を図る。

受講対象者

教員及び事務職員（小・中・義・高・特支）及び行政関係職員

開催日時・会場

講座 開催日時 会場

学校経営と教育法規 ８月 日（火） ： ～ ：
京都府総合教育センター

北部研修所

カリキュラム・マネジメントと

学校財務※
月 日（火） ： ～ ： 京都教育大学藤森キャンパス

学校経営と教育法規－リーガル

マインドのための実践演習－※
月 日（水） ： ～ ： 京都教育大学藤森キャンパス

※ 月 日と 日は、講座が入れ替わる可能性があります。後日案内する文書を確認してください。

概要

現在の学校は、法的な判断が求められることが少なくありません。学校関係職員は、適切な判断を

行うことができる法的思考力を身につけ、高めていくことが重要です。講座は、学校教育に関わる法

的トラブルの問題を取り上げ、事例に則して、法的に考察する演習を行います。

また、学校は、カリキュラム・マネジメントと学校予算の運用に関わる財務マネジメントを連動さ

せることが重要です。講座は、カリキュラム・マネジメントを充実させるため、予算面でのサポート

を行い、魅力ある教育の実施を促進するマネジメントのあり方を探究します。勤務校を事例とした演

習を実施し、次年度の教育活動に反映させることができるプランを検討します。

２２ 受受講講申申込込

定員

各講座 名

申込方法

・申込は研修講座受講申込書（様式１）を使用してください。

・府立学校、行政関係職員は京都府総合教育センター企画研究部に直接提出してください。

・小学校、中学校、義務教育学校は市町（組合）教育委員会、教育局を通じて提出してください。

３３ そそのの他他

教員及び事務職員（小・中・義・高・特支）の受講者は、単位制履修制度におけるチームマネジメ

ント能力の１単位として、選択講座の受講単位に認定します。

詳細については、後日、学校宛てに通知します。

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府総総合合教教育育セセンンタターー企企画画研研究究部部
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